論文及び事例報告執筆要領
　第１回学術・事例報告大会関し、発表予定者の論文及び事例報告の執筆要領は以下のようになります。論文及び事例報告はPDFファイルでご提出頂き、ホームページ上からダウンロードできるようにいたします（一般公開されます）。
（ご注意）

1. もったいない学会の趣旨であるキーワード（例：石油ピーク問題、低エネルギー、自然共生、新たなライフスタイル、文明観等）に言及されていることが望ましいので、各自確認ください。
2. ご報告頂く各セッションのオーガナイザー主催で事前勉強会等を開催する予定です。論文及び事例報告執筆に際しては、事前勉強会での議論なども反映させる形でブラッシュアップするようにお願いいたします。
論文及び事例報告は以下の要領にしたがってご提出ください。
1. 書式（PDFファイルでご提出ください）
用紙 Ａ4縦（210mm×297mm） 40文字×36行の設定でお願いします。
ページ数 原則として4ページ以内。必要であれば6ページまでは受け付けます。
ページ番号を記入してください。
余白 上：25mm

下：25mm

左右：20mm

本文の文字サイズは、MS P明朝10.5pointでお願いします。
図表 図表は鮮明なものに限ります。本文中に直接レイアウトしてください。
2. 発表番号・講演題目・講演者名の記載方法
発表番号は、お届けする大会プログラムをご参照の上、ご自分の発表番号を
MS P明朝14point 左揃え（全角）で記載してください。
なお、プログラムは学会HP（http://www.mottainaisociety.org/activity/pg148.html）
にも掲載します。
講演題目 MS P明朝14point 中央揃えで記載してください。2行にわたっても
構いません。
講演者名 MS P明朝10.5point 中央揃えで記載してください。2〜3行にわたっても構いません。
登壇者氏名の前に○印を付してください。所属は（　　　　　　）内に機関または団体の一般的な略称等を簡潔に記載してください。
・単独発表の場合
［例］→
○講演者名（△△大学）
・連名の場合は登壇者名の前に○印をつけ、１名ごとに「，」で区切って記載
［例］→
○講演者１（□□研究所），講演者２（△△大学）
・連名者の所属が同一の場合には、氏名のみを「，」で区切って連記
［例］→
○講演者１，講演者２（△△大学）
［例］→
○講演者１（◇◇社），講演者２，講演者３（△△大）
※ 講演題目・講演者名（共同講演者を含む）のお申し込み時からの変更がある場合は、至急連絡ください。
※ 報告予稿集作成のためのテンプレート（MS Word）を
　　学会HP（http://www.mottainaisociety.org/activity/pg148.html）
　　に掲載してあります。必要に応じてテンプレートをご利用ください。
3. 提出方法
電子メールに添付してご提出ください。
PDFファイルにてご提出ください。
ファイル名は、連絡する発表番号または学会HPに掲載する大会プログラムを
ご参照の上、ファイル名にご自分の発表の3桁の発表番号を明記して、ファイルを
お送りください。
ファイル名が「学会.doc」「講演要旨.doc」など、発表番号の記載のないファイル
は、受け付けられませんのでご注意ください。
〈ファイル名のつけ方の例〉
Ａ１１_○○○.doc　（○○○は講演題名）
4. 提出先
E-mail：mosubmit@gmail.com
5. 締切日
2014年11月21日（金）17:00必着 【厳守】
※締切日には提出が集中するため、一時的にメールがつながりにくくなることがあり
ます。メールが送信できない場合、しばらく時間をおいてから再度送信してください。
6. その他
お送りいただいたファイルに不具合が生じた場合やフォーマット修正の必要が生じ
た場合等に、直接ご連絡させていただく場合がありますのでご了承ください。
7. 著作権について

· 提出していただく予稿原稿については，すべての著作権をもったいない学会に譲渡していただきます。
· 他文献等より図表を転載する場合は、著者側で必要な転載許可等を得てください。
以上
